The University of Niigata Rehabilitation Graduate School Yearbook by 新潟リハビリテーション大学院大学評価委員会

修正 pl等
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2007年 11月12日 (月) 教員研修開催
i2007年11月17日 (土) 第Ⅱ期入学選考試験 (2名出願中2名合格)
2008年 1月 7日_(金) 冬季休業終了
2008年 1月 12日 (土) 第 2回~市革公開講座開催
2008年 1月26日 (土) 第Ⅲ期入学塵考試験 (1名出願中1名合格)
2008年 3月15日 (土) 第Ⅳ期入学選考試験 (1名出願中1名合格)
2008年 3月22日 (金) 春季休業開始 ∫
2008年 3月31日 (月) 入学辞退 (1名)
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様々な苦労の末開校しました春より早一年過ぎ､第一号の年報をここに発刊出来ました事
はこの上ない喜びでございます｡ご尽力頂きました諸先生方に御礼申し上げますと共に､末
永く私どもの学園にご協力頂けますようお願い申し上げます｡私達はこうした地味な作業を
積み重ね大切に扱うことが､教育 ･研究の基本的姿勢であると考えております｡まだまだ不
十分ではございますが本校らしい色合いを愛おしんで下さいましたら幸いです｡
開学初年度を振り返って
新潟リハビリテーション大学院大学
学長　大澤源吾
本学が開学して1年が経過しました｡初年度の年報を作成するに当たり､開学の背景と経
緯をここに報告します｡
本学の基盤となる新潟リハビリテーション専門学校は､平成 7年 4月に開校した理学療法
士､作業療法士､言語聴覚士､はり師 ･きゆう師を養成するための学校です｡平成 16年度か
らは､理学療法学科､作業療法学科､言語聴覚学科の卒業生に対し､高度専門士の称号が与
えられるようになりました｡これに伴い､リハビリテーションを機軸とした､より専門性の
高い医療従事者 ･教育者 ･研究者等を､とりわけ社会的ニーズの高い摂食 ･喋下障害や高次
脳機能障害の分野で育成する高等教育機関の設立が強く望まれるようになりました｡
上記のような経緯から､平成 17年4月に新潟リハビリテーション大学院大学設置準備室が
開設され､本学の開学準備にあたってきました｡そして､平成 19年 1月に文部科学省より本
学の設置が認可され､平成 19年4月に開学するに至りました｡
1950年代には主要先進国中最低だった日本の平均寿命は､1970-80年代にはこれらの諸国
を追い抜いて世界一となり､現在に至るまで順調な延びを続けています｡この高齢化社会が
進行し続けていることに伴い､中･高年の医療 ･福祉に対する多様な問題が顕在化してきて
います｡とりわけ､食べたくても食べられない ･飲みたくても飲み込めないといった摂食 ･
喋下障害で苦しむ人達や､認知症や失語症等の高次脳機能障害で家族や社会との隔絶を余儀
なくされている人達が急増しており､今後もこのような状況が続くものと予測されます｡
本学は､過去 12年間リハビリテーションを標梼し､多くの医療人を輩出してきた新潟リハ
ビリテーション専門学校を基盤として誕生しました｡本学園のこれまでの理念を受け継いだ
高等教育機関として､本学の目的は､中 ･高年齢者の摂食 ･喋下障害や高次脳機能障害を中
心としたリハビリテーション医療学の分野で､より優れた医療人や教育 ･研究者を育成する
ことです｡
2007年4月5日､衆議院議員稲葉大和氏､新潟県議会議異片野猛氏､村上市長佐藤渡氏
をはじめ､本学関学のためにご尽力下さった多くの関係者の方々にご臨席をいただき､本学
において関学式が行われました｡
開学後の1年
開学後､この1年間の主な行事は､学年歴 ･大学行事で示す通りです｡
小さく誕生した大学院大学ではありますが､リハビリテーション医療学分野で豊かな人間
性と深い知識･高度な技術を身につけた人材を育成するという大きな使命を果たすべく､日々
努力していく所存です｡
平成 19年度学年暦概略
[前期] 2007.4.1 - 2007.9.30
春 季 休 業 2007.4.1 - 2007.4.4
入 学 式 .関 学 革 2007.4.5
新入生オリエンテ-ショア 2007.4.9
前 期 ~授 業 2007.4.10 - 2007.9._28
夏 季 休 業 2007.7.lip - 2007.9.10
[後期] 2007.10.1 - 2008.3.31
後 期 授 業 2007.10.1 - 2008.3.20
冬 季 休 業 2007.12.25 - 2008.1.7
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1. 大学の基本理念
1) 理念 ･目標
弱者に目を向けた学び
一中･高年齢者の介護予防とリハビリテーションを中心として-
｢理念｣
○当該分野における最先端の知識と技術を有した人材を輩出し､教育研究成果を通して
幅広い領域で社会に貢献する｡
○医療 ･福祉の現場で日夜その職に徹している医療補助職の資質および地位の向上に貢
献する｡
｢目標｣
○リハビリテーションを機軸とするさまざまな角度から､中･高年齢者の医療を基盤と
した福祉医療に関する教育研究活動を展開し､その成果を社会に公開し還元する｡
○深い洞察力と科学的データから弱者 (患者)の疾患を客観的に把握し､それに対する
治療技術を十分に駆使することができ､さらに弱者 (患者)の心の痛みを理解しつつ､
抱えている問題を軽減できる知識と技術を培い､臨床現場や福祉施設でリー ダーとな
って活躍できる医療従事者､また大学や専門学校あるいは関係企業等でその力を発揮
できる教育 ･研究者としての人材を養成する｡
現代の日本は高齢社会から超高齢社会-と向かっており､老人人口の増加に伴い､さまざ
まな障害を持ちながら生活する人達が増加しつつあります｡たとえば､摂食 ･嚇下障害の患
者が近年急速に増えています｡重症化し､自ら食することができなくなった患者の多くは､
経管栄養や胃療による栄養補給に頼らざるを得なくなり､生きる喜びや実感を味わうことが
限られてしまっています｡さらに､少子高齢化が進む中､核家族化で一人暮らしを余儀なく
され､孤独な日々を送っている人も非常に多く､家庭での介護力の低下も顕著になってきて
います｡また､独居のため話す相手がおらず､運動不足や刺激不足から､認知症を患い重症
化していく患者も少なくはありません｡脳血管障害に伴う失語症者も年毎にその数を増して
います｡
しかしながら､摂食 ･喋下障害や高次脳機能障害等の問題に携わる専門家は余りにも少な
く､その対応が十分に行われているとは言えないのが現状です｡福祉国家を標棒し､QOLの
向上を目指す我が国としては憂慮すべき事態であり､現況を少しでも改善するためには､中･
高年齢者リハビリテーションの分野を包括してリー ドできる優れた専門家を養成するなどの
対策を早急に講じる必要に迫られています｡
このような社会状況の中､医療補助職の分野で活躍できる人材の育成に努力を積み重ねて
きた本学園では､リハビリテーションを中心とする分野､とりわけ中′･高年齢者の上述の疾
患に対応できる､より優れた人材を育成すべく大学院大学修士課程を開設いたしました｡
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その教育の理念 ･目的は､｢弱者に目を向けた学び 一中･高年齢者の介護予防とリハビリ
テーションを中心として-｣です｡生命維持や QOLの根幹である ｢自らの口で食べて飲み込
むことに対する支援を行うこと｣､さらに ｢脳血管障害やアルツハイマー病に起因する認知症
や､各種脳障害によって生じる､行為の障害､言語の障害､視覚や聴覚認知の障害､記憶障
害など､眼に見えないがゆえに深刻な問題を生じている高次脳機能障害で苦しむ患者を救う
こと｣のできる医療従事者や研究者の育成です｡何よりも､弱者に積極的に目を向け (耳を
傾け)､弱者の心と体の痛みを理解できる人間性豊かな人間教育を根幹としています｡
現在､リハビリテーションの分野に携わる理学療法士や作業療法士のための養成校は日本
国内に150校を超えており､言語聴覚士の養成施設も50校以上にのぼっています｡また､療
法士の数は､理学療法士､作業療法士は各約 3万人以上､言語聴覚士は約 7千人です｡これ
だけのリハビリテーションスタッフが存在する中で､摂食 ･嚇下障害の治療や訓練に携わっ
ている医療職は､主に看護師や一部の言語聴覚士､作業療法士､理学療法士等僅かであり､
体系的な教育を受けた医療従事者及びその指導者は極めて少ないのが実状です｡本来､摂食 ･
喋下障害の診療は､多くの診療科と職種が関与するチーム医療で行われ､学際的に対応を考
えていく必要があります｡最近､栄養サポートチーム(NST)が医療機関で少しずつ立ち上げら
れるようになってきていますが､誤喋や窒息 (食べ物を喉に詰まらせる)のリスクと戦いな
がら､試行錯誤での患者-の対応が行われている施設も少なからずあると思われます｡
また､認知症や失語症の患者数も年々増え､特に前者は現在 160万人､20年後には300万
人にものぼるとされています｡中･高年の認知症者による高速道路での逆走や､記憶障害に
より家に戻れない者の保護等のニュースが稀有な出来事ではない昨今です｡このような患者
を抱える家族の負担も､計り知れないものがあります｡
高次脳機能障害はあまり知られていない障害ですが､人としての高度な機能-すなわち言
語､記銘 ･記憶､行為､視覚認知･聴覚認知などの認知機龍一が障害されたものを指します｡
これらの機能障害は日常生活や社会生活をおくるうえで非常な困難を生じますが､外見上､
障害があるようには見えないことが多いので､周囲から理解されず､十分な援助も受けられ
ないのが現状です｡
このような患者に対するリハビリテーションは､作業療法士や言語聴覚士あるいは音楽療
法士等によってなされていますが､全体の患者数に比し余りにも少なく､その治療法も確立
されていません｡一刻も早く､こうした患者やその家族に対応できる深い知識と卓越した能
力を兼ね備えた医療の専門家及びその研究者と成るべき人材を育てることが急務であると考
えます｡
さらに､摂食 ･嚇下障害および高次脳機能障害はお互いに関連が非常に深く､両分野に関
係するコースを設置することで､相乗的な効果が期待できます｡たとえば､摂食 ･嚇下障害
の主要原因の1つに脳血管性疾患があり､また認知機能の低下は摂食 ･嚇下機能にもさまざ
まな影響を与えます｡例えば､食物を食物として認知できなかったり､お盆上の食物の左半
分の存在に気づかなかったり､あるいは食事の拒否や口腔内-の食物のため込みなどがある
と食事介護負担が増大し､介護現場においては大きな問題となっています｡今後ますます摂
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食 ･嚇下障害をも合併する患者の増加が予想される中において､両分野の履修コースを併設
した本大学院の果たすべき役割は重要であると考えます｡
こうした背景を踏まえ､四年制大学または高度専門士の称号を有する専門学校を卒業した
理学療法士､作業療法士､言語聴覚士のみならず､既に臨床の場に身を置き数年間臨床経験
を積んだ理学療法士､作業療法士､言語聴覚士にも門戸を開く大学院としました｡これら三
分野の背景を持っ学生が､大学院修了時には摂食 ･嚇下障害や高次脳機能障害で苦しんでい
る人々に対して高度なリハビリ医療技術を施せる､或は教育機関や企業等で幅広く社会貢献
できるような人材育成教育を行う場としたい所存です｡いうまでも無く､卒業後は臨床現場
や福祉施設で即戦力として活躍できる医療従事者であり､且つ大学や専門学校或は関係企業
等でその力を発揮できる教育 ･研究者としての人材を輩出することが最大の目的です｡加え
て医療 ･福祉の現場で日夜その職に徹している医療補助職の資質及び地位の向上にも貢献で
きる人材となっていただきたいと願っています｡
とりもなおさずこのような人たちを育てることは国益にも叶うところであり､同時にこの
地域を例にとってみましても対象となる患者は非常に数多く､十分に本学がその役割を果た
せるものと確信しています｡
また､本学が位置する新潟県県北には､これまで大学以上の教育機関は存在せず､地域住
民の多くが高等教育機関の設置実現を長年心より待ち望んでいました｡本学を巣立った学生
が､当該分野における最先端の知識と技術を有した心豊かな人材となり､幅広い領域で積極
的に大いに社会貢献できることを強く願います｡
2) 教育内容の特色
研究科､専攻等の名称及び学位の特色
研究科名称 :リハビリテーション研究科 〔GraduateSchoolofRehabilitation〕
中･高年を中心とした身体的､精神的及び社会的弱者に対し､リハビリ
テーション医療の観点から少しでも多くの援助ができる優れた人材の育
成を目指すことから当研究科の名称とした｡
専攻名称 :リハビリテーション医療学専攻 〔RehabilitationMedicine〕
リハビリテーションの中でも摂食 ･嚇下障害､高次脳機能障害共に医学
的な背景を起因とする疾患であり､学ぶ分野が基礎科目や専門基礎科目
或は専門科目を含め､極めて共通性の高いことから当専攻名とした｡
学位名称 :修士 (リハビリテーション医療学)〔Masterof RehabilitationMedicine〕
学位の特色 :リハビリテーションを基盤とする摂食･喋下障害､高次脳機能障害の分野で
確固たる専門性を履修した者に与える学位である｡
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2.沿革
年 月 日
2005年 4月
2005年 5月
2005年 6月
2005年 10月
2005年 11月
2006年 1月
2006年 4月
2006年 5月
2006年 6月
2006年 7月
2006年 8月
2006年 9月
2006年 10月
大学院大学設置準備室設置
専門職大学院設置相談会にて文部科学省私学行政課大高専門官および担
当官に設置構想の説明
寄付行為の組織変更認可申請および専門職大学院について県文書私学課
を訪問
キックオフミー ティング (大学院棟工事)
※以後竣工まで月 1回の定例会議を行う
1日 大学院棟着工
大学院設置カリキュラムの件で文部科学省大学設置室を訪問し室長補佐
と面談
専門職大学院での第3者による評価機構が存在しないこと､趣旨等から大
学院大学で申請してはどうかとのサゼッションを受ける
28日 ｢大学設置｣4月認可申請書提出
28日 ｢寄付行為｣第 1回書類提出
12日 ｢大学設置｣4月認可申請書類に対する意見伝達
7日 ｢大学設置｣4月認可申請書類に対する意見伝達
30日 ｢寄付行為｣第2回書類提出
7日 ｢寄付行為｣面接審査参考資料提出
24日 大学院棟竣工式
31日 ｢大学設置｣7月認可申請書類提出
7日 ｢大学設置｣7月認可申請書類追加提出
24日 ｢寄付行為｣面接審査
11日 ｢大学設置｣7月認可申請書類に対する意見伝達
20日 ｢大学設置｣実地面接
6日 ｢大学設置｣10月補正書類提出
12日 ｢大学設置｣10月補正書類追加提出
27日 ｢寄付行為｣実地調査
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年 月 日
2006年 11月
2006年 12月
2007年 1月
2007年 2月
2007年 3月
2007年 4月
22日 ｢大学設置｣審査会結果通知 "保留"となる
22日 ｢大学設置｣12月再補正書類提出
25日 ｢大学設置｣審査会結果通知 "認可"となる
5日 出願資格審査開始
8日 募集要項､パンフレット全国発送
10日 ホームページ立ち上げ
19日 出願資格審査締め切り
22日～25日 出願資格審査結果発送
11日 入学試験
22日 合格発表
5日 入学式 ･関学式
5日 第一回教授会
9日 オリエンテーション
10日 講義開始
3.組織及び機構 1)組織図 (平成19年 11月 12日現在)
摂食 ･嚇下障害コース
出堕 野田 熊木 倉智 宮岡
高次脳機能障害コース
匪埜 杉下 佃 佐藤 岩田ま 岩田光
修士論文委員会
杢選 山村 熊木 岩田光
選考委員会
大揮 山村 熊木 野田 倉智 佐藤 佃 伊林 岩田ま
倫 理 委 員 会 .
???? ?????
学長選考.選挙管理委員会
詞 不杉 正: 茎:-盃 会
?????
? ?????????????
?????????????????
???????
?? ??????
教務部
岩田ま 宮岡
学生部
岩田光 伊林 加藤
図書委員会
岩田ま 伊林 岩田光 宮岡 原田
学術委員会
盈王 山村 伊林 岩田ま 倉智 宮岡
事 務 室
大滝 竹部
評価委員会
宣匝 佐藤 佃
FD委員会
亜 山村 野田 岩田光
改革委員会
岩田光倉智加藤
入学者選抜委員会
辿塑 大津 伊林 大滝
奨学金委員会
堂埜 大揮 山村
広報委員会
宣匝 倉智 加藤 原田 棲井
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認証評価委員会
2)役職者
学 長 大津 源吾
副 学 長 杉下 守弘
研究科長 山村 千絵
事 務 長 大滝 かおり
教務部長 岩田 まな
学生部長 岩田 光見
摂食 ･嚇下障害コース長 山村 千絵 (兼務)
高次脳機能障害コース長 伊林 克彦
3)教員数
専任教員 13 名 (2007年4月 1日現在) - 15名 (2007年9月 1日現在)
コース別教員数 (2007年4月 1日現在)
コース等 教授 准教授 講師 助教 助手 今 計
高次脳機能障害コース 4名 1名 5名
摂食 .嚇下障害コース 4名 1名 5名
共通教育 1名 2名 3名
コース別教員数 (2007年6月 11日現在)
高次脳機能障害コース4名 1名 5名
摂食 .嚇下障害=.-ス _4名 ･1名 5名
共通教育 ′1名 3名4名
コース別教員数 (2007年9月 1日現在)
コース等 教授 准教授 講師 助教 助手 合 計
高次脳機能障害コース 5名 1名 6名
摂食 .嚇下障害コース 4名 1名 5名
共通教育 1名 3名 4名
令 .計 1.0名 2名 0 0 3名 15名
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専任教員一覧
礎盤 フリガナ旦亀<就任年月> 保有学位 担当授業科目
理事長准教授 マトバ ミチコ的場 _巳知子<平成 19年4月> 医学士 リハビリテーション心理学
学哀 オオサワ ゲンコ寸大津 源吾<平成 19年 4月> 医学博士 リハビリテーション医療学医療倫理内承学
教授 呼吸リハビリテーション学研究指導 (摂食 .喋下)高次脳機能
副学長 スキ寸シタ モ7)ヒロ杉下 .守弘<平成 19年 9月> 医学博士 高次脳機能障害学実習評価学右半球
教授 保健学博士 失語症高次脳機能障害研究実習研究指導 (高次脳機能)
研究科長 ヤマムラ チエ山村 千絵<平成 19年4月> 博士 (歯学) 摂食 .嘆下障害学摂食 .嘆下病態生理学
教授 摂食 .嚇下障害研究実習研究指導 (嘩食､.嚇下)
教授 ツクタや イチロウ 医学博士 神経心理学行為 .遂行障害佃 一郎 発達障害
<平成 19年 4月> 失読 .失書研究指導 (高次脳機能)
教授 サトウ シュンヤ 医学博士 リハビリテーション医療学佐藤 舜也. 研究法
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専任教員一覧
職位 フリガナ旦亀<就任年月> 保有学位 担当授業科目
教授 クマキ カツシ寸 医学博士 運動機能学熊木 克治 末梢神経
<平成 19年 4月> 顧究指導-(摂食 .嚇下)
教授 ノダ寸 タタやシ 歯学博士 口腔介護論野田 忠 摂食 .嚇下発達障害学
<平成 19年 4月> 研琴指導 (摂食 .嚇下)
教授 イバヤシ カツヒコ 医学博士 認知症高次脳機能障害学実習伊林 克彦 ケーススタディ
･<平成 19年 4月> 高次脳機嘩障害学研究実習研究指導 (高次脳機能)
教授 イワタ マナ岩田 まなく平成 19年 4月> 博士 (医学) 意識 .注意障害高次脳機能障害実習失認症ケーススタディ高次脳機能障害研究実習研究指導 (高次脳機能)
教授 タラチ マサユ Ph.D 摂食 .嚇下機能検査評価学障害治療計画法倉智 雅子 ケーススタディ
<平成 19年 4月> 摂食 .嚇下障害研究実習研究指導 (摂食 .嚇下)-
准教授 イワタ コウゾ岩田 光見<平成 19年 4月> 文学士 認知科学
理学士 研究指導 (高次脳機能)
准教授 ミヤオカ サトミ 博士 (歯学) 頭部 .体幹機能評価治療学摂食 .喋下障害学実習宮岡 里美 栄養食事管理学
?
(2) 兼任教員
兼任教員一覧
フリガナ襲名 .<就任年月> 担当授業科目
フセ シゲアキ布施 栄明<平成 19年4月> 神経解剖学
オデニ スミコ小谷 ス 子<平成 19年4月> . 摂食 .嚇下食品学調理
シン サイブン沈 再文<平成 19年4月> 統合医療
タがワ コウイチ田川 暗-<平成 19年4月> 画像診断学
ヤマダ ヨシアキ山田 好秋-<平成 19年 4月> 顎顔面機能学
ハタノ カス寸オ波多野 和夫<平成 19年4月> 前頭葉機能障害学
ヤキ寸 ミル八木 稔<平成 19年 4月> 医療統計学
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兼任教員一覧
フリガナ旦亀<就任年月> 担当授業科目
シキバ タカシ式場 隆史<平成 19年4月> 精神医学
イシアイ スミオ石合 純夫<平成 19年4月> 視空間知覚障害
スナハラ ノデユキ砂原 伸行<平成 19年4月> pリハビリテーション研究法高次脳機能障害治療学 _
アピコ オサム安孫子 修<平成 19年4月> 高次脳機能障害学
セ寸オ ケンシ寸瀬尾 憲司<平成 19年 4月> リスク管理法
ヤマムラ ケンスケ山村 健介<平成 19年4月> 研究方法論
ll
4.学年歴
1)学年歴 ･行事
年 月 日 事 項
2007年 4月 5日 (木)
2007年 4月 5日 (木)
2007年 4月3-4日(火一水)
2007年 4月 9日 (月)
2007年 4月 10日 (火)
2007年 4月26日 (木)
2007年 5月 1日 (火)
2007年 7月 4日 (水)
2007年 7月 10日 (火)
2007年 7月 11日 (水)
2007年 8月4-5日(土一日)
2007年 8月 7日 (火)
2007年 8月 9日 (木)
2007年 9月 10日 (月)
2007年 9月21日 (金)
2007年 9月22日 (土)
2007年 10月 1日 (月)
2007年 10月 5日 (月)
新潟リハビリテーション大学院大学 開学記念式典
(来賓)衆議院議員 稲葉 大和 氏
県議会議員 片野 猛 氏
村上市市長 佐藤 渡 氏 他 34名出席
第 1回入学式 (大学院生3名)
新潟リハビリテーション専門学校合同開催
第 1回教授会
研究生研究期間開始 (9名)
新入生オリエンテーション
前期授業開始
研究生 1名辞退
研究生研究期間開始 (1名)
全国ボラけ47フェスティバルにいがた実行委員会構成団体となる
前期授業終了
夏季休業開始
第 12回 新潟神経言語学セミナー開催
保育士セミナー開催
学生健康診断 ･教職員健康診断
夏季休業終了
後期授業開始
第 Ⅰ期入学選考試験 (3名出願中3名合格)
｢こっこ｣開設
高次脳機能障害 ･コミュニケーション障害相談訓練室
文科省 平成 19年度新潟リハビリテーション大学院大学
設置計画履行状況調査 ｢実地調査｣
調査委員
佐藤 弘毅 氏 (目白大学学長)
牧田 光代 氏 (豊橋創造大学リハビリテーション学部教授)
随行事務員
李家 正崇 氏 (文部科学省事務官)
大西 祐一 氏 (文部科学省事務官)
12
年 月 日 事 項
2007年 11月 12日 (月)
2007年 11月 17日 (土)
2007年 12月 16日 (日)
2007年 12月 18日 (火)
2007年 12月25日 (火)
2008年 1月 7日 (金)
2008年 1月 12日 (土)
2008年 1月26日 (土)
2008年 3月 15日 (土)
2008年 3月22日 (金)
2008年 3月31日 (月)
大西 祐一 氏 (文部科学省事務官)
教員研修開催
第Ⅱ期入学選考試験 (2名出願中2名合格)
第 1回 市民公開講座開催
研究生研究期間満了 (9名)
冬季休業開始 ●
冬季休業終了
第2回 市民公開講座開催
第Ⅲ期入学選考試験 (1名出願中1名合格)
第Ⅳ期入学選考試験 (1名出願中1名合格)
春季休業開始
入学辞退 (1名)
2)主な来学者一覧
年 月 日 辛. 項
2007年 5月23日 (水)4 木9 8 金 大学訪問
山口医療福祉専門学校 副校長 他
大学見学
村上市老人クラブ ｢仲よし会｣ 15-20名
視察
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5.管理運営
1)教授会
教授会
① 教授会構成員 学長､教授､准教授 - .その他陪席 :助手､事務部
② 主な審議事項及 ･2007年度準びに2008年度年間スケジュール､学事歴
び決定事項等 ･2007年度並びに2008年度
新潟リハビリテーション大学院大学組織
･∴入学選考試験の結果報告
･単位付与､.認定､定期試験等学事関係事項
･学籍異動､研究生選考の審議及び承認
･各種規程の審議及び承認
･委員会報告
③ 教授会開催状況 開催状況
第 .1回 2007年 4月 6日
第 2回 2007年 5月 14日
第 3回 2007年 6月 11日ノ
第 4回 2007年 7月 9日
第 5回 2007年 9月 10日
第 6回 2007年 10月 15日
第 7回 2007年 11月 12日
第 8回 2007年 12月 3日
第 9回 2008年 1月21日
第 10回 2008年 2月 18日
2)委員会
(1)修士論文垂員会
① 委員 委員長 大津 源吾
委 員 山村 千絵､熊木 克治､岩田 光見
② 開催状況 開催回数 0回
④ 特記事項 論文提出が行われる2008年度後半から委員会活動が開始
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(2)選考委員会
① 委員 委員長 大津 源吾員 山村 千絵､熊木 克治､.野田 忠､倉智 雅子
佐藤 舜也､佃 一郎､伊林 克彦､岩田 まな
② 開催状況 開催回数 2回 ＼
第 1回 2007年 6月 11日
,第2回 2007年 5月 14日
第3回 2007年 7月 9日
第4回 2007年 9月~10日
③ 審議事項 第 1回 専任助手の採用について
第2-4回 専任教具 (教授)の採用について
第4回 専任教員の昇格について
④ 特記事項 教員ならびに助手の採用､及び専任教員の昇格について､
本学規程に従い慎重に討議したoその経過は､随時すべて
(3),倫理委異会
① 委員 委員長 山村 千絵
委 員 野田 忠､倉智 雅子､佐藤 舜也､.佃 一郎
② 開催状況 委員会開催回数 1回
第 1回 2007年 6月 11日
メールによる討議 ,報草回数9回
第 1回 2007年 5月 7日
第 2回 2007年 6月 18日
第 3回 20q7年 9月 13日
第.4回 -2bo7年 10月 30日
第 5回 2007年 11月 12日
第 6回 2007年 11月 21日
第 7回 2007年 11月 27日
第 9回 2008年 1月.8日
③ 審議事項 研究生ならびに大学院生の研究課題に対する倫理審査の
実施､判定結果の調整 .通知等
④ 特記事項 - 大学院生の研究課題のうち､修士論文にかかわるものにつ
V,､ては､教授会内において研究指導資格のある教員全員で
倫理審査を実施している○その審査結果を倫理委員会で調
整し､大学院生に結果を通知するシステムとなっているo
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(4)運営委員会
① 委員 委員長 岩田 まな員 大津 源吾､的場 巳知子､熊木 克治､伊林 克彦､
大滝 かおり
② 開催状況 開催回数 0回 く
･④ 特記事項 運営委員会は､複数の委員会が関わってくる問題等をとり
まとやて､教授会に諮るための役割を担っている○今年度
は､下部の委員会組織から何も問題が上がってこなかった
(5)教務部
① 部員 部 長 岩田 まな
部 員 宮岡 里美
② 開催状況 開催回数 2回第 1回 007年 7月 10日
第 2回 2007年 9月 10日
③ 審議事項 学生の出席状況の把握､成績管理､進級 .修了条件を満た
しているかについて研究科長と協議し､判断した○
また､非常勤講師-の依頼､休講状現の把握､出席簿記載.
成績評価について依頼_.点検したo
④ 特記事項 今年度は､修士論文指導体制を整備した○具体的には､教
員の■自己紹介文を作成して学生に配布し､学生が担当教官
(6)学生部
①-部員 部 長 岩田 光見
部 員 伊林 克彦､加藤 豊広
② 開催状況 開催回数 1回
第 1回 2007年 5月7日
③ 審議事項 奨学金に関する委員会の立ち上げについて
④ 特記事項 平成 19年度厚生補導研究協議会-の参加
日程 :2007年9月26日～28~＼月
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(7)図書委員会
① 委員 委員長 岩田 まな
委 員 伊林 克彦､岩田 光見､宮岡 里美､原田 慎司
② 開催状況 開催回数 0回
④ 特記事項 図書の整備､購入希望図書の管理､電子化などを■通して教
員､学生の研究をサポー トしてきたo関学初年度にあたり､
必要に迫られた図書整備-の対応に追われた形となり､全
員揃つての委員会の開催は後回しとなってしまったo来年
度は､図書館規則作成､情報環境整備､入退館管理システ
ム､図書館司書の配備､他大学や県.市等地域図書館との.
(8)学術委員会
① 委員 要員長 杉下 守弘委 員 山村 千絵､伊林 克彦､岳Eaまな､倉智 雅子､
宮岡 里美
② 開催状況 開催回数 1回
第 1回 2007年 3月 15日
③ 審議事項 ､大学院社会貢献活動として､当委員会ではどのような企
画 .運営が可能なのかを検討した○
｢いきいき県民カレッジ｣｢高大連携､出前授業 .出張
講義｣｢大学等における履修証明制度｣｢市民開放授業｣
｢LSVT研修会｣等が提案された○
④ 特記事項 実施は来年度以降とするo
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(9)入学者選抜委員会
委 員 大揮 源吾､伊林 克彦､大滝 かおり
② 開催状況 委員会開催回数 17.回
第 1回 2007年 6月 25日
第 2回 2007年 .7月 13日
第 3回 2007年 8月 9日
第 4回 2007年 8月 16日
第 5回 2007年 9月 3日
第 6回 畠do7年 9月 18日
第 7回 2007年 9月 25日 ノ
第 8回 2007年 10月 10日
第 9回 2007年 10月 23日
第 10回 2007年 11月 20日
第 11回 2008年 1月 28日
第 12回 2008年 1月 29日
第 13回 2008年 2月 12日
第 14回12008年 等月 18日J
第 15甲 2008年 5月 15日
第 16回 2008年 3月 18日
第 17回 2008年 3月 27日
その他に打ち合わせ､プール討議多数あり
③ 審議事項 入試 日程 .スケジュールの調整 .決定
募集要項決定 .要項冊子作成
入試当日担当者の調整 .決定
入試実施要項作成
入試の実施
出願資格判定 .合否判定 .椿待生決定 .長期履修生認定
その他学生募集全般について
(10)奨学金委員会
① 委員 委員長 伊林 克彦
委 員 大滞 源吾､山村 千絵
② 開催状況 開催回数 1回
第 1回 -2007年 5月7日
③ 審議事項 日本学生支援機構奨学金の推薦 .選考について
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(ll)広報委員会委
① 委員 委員長 官岡 里美
委 員 倉智 雅子､加藤 豊広､原田 慎司､樫井 晶
第 1回 2007年 7月 18日
第 .2回 2007年 8月21日
･第 3回 2007年 8月30日
第 4回 2007年 10月 19B.
③ 審議事項 今年度の広報活動の基本計画策定
各種広報媒体を利用した大学院広報の計画と実施
学校訪問等の学生募集活動の計画と実施
④ 特記事項 詳細は委員会議事録及び教授会報告を参照のこと
(12)将来構想委員会
① 委員 委員長 佃 一郎
委 員 的場 巳知子､伊林 克彦､岩田 まな､野田 忠
② 開催状況 開催回数 0回
④ 特記事項 下部委員会 (評価 .FD.改革)の完成年度における成果
(13)評価委員会
① 委員 委員長 官岡 里美
委 員 佐藤 舜也､佃 一郎
② 開催状況 開催回数 2回
第 1回 2007年 7月 9日
第 2回 2007年 10月 17日
③ 審議事項 ｢評価委員会｣の役割について
｢自己点検 .評価｣の実施法について
｢学生による授業評価｣実施とその結果の保管法について
④ 特記事項 ･FD委員会や将来構想要員会と連携して活動してV.､く
･学外研修 宮岡里美
独立行政法人 大学評価 .学位授与機構主催
大学評価フォ∵ラム｢評価-の取組.改善-の取組｣-参加
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(14)FD委員会
① 委貞 委員長 佃 一郎
委 員 山村 千絵､野田 忠､岩田 光見
② 開催状況 開催回数 2回
第1回 2008年 1月 21日
第 2回 2008年 2月 18日
③ 審議事項 第 1回
･組織の中におけるFD委員会の位置付け確認
･大学院のFD活動のポイント
-.大学院の有り方
･カリキュラムの立て方 .シラバスの書き方
･大学院の講義に対する時代的な捉え方の差に対する配慮
･学生が学び易い環境を設定するためにFDが関与すること
･教員のためのワークショップ開催について
･教員研修会の開催について
革2回
･カリキュラム検討委員会の設定､
及びその位置付けについて
④ 特記事項 第1回FD研修会開催 2008.2.18
(15)改革委員会
① 委員 委員長 岩田 光鬼
委 員 倉智 雅子､加藤 豊広
② 開催状況 ･開催 1回.
第 1回 2007年 3月 5日
③ 審議事項 改革委員会規程の作成
(16)不正防止委員会
① 委員 委員長 大津 源吾
委 員 杉下 守弘､山村 千絵､伊林 克彦､大滝 かおり
② 開催状況 開催回数 0回
④ 特記事項 科学研究費等の不孟流用防止のための対策が今後審議さ
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(17)危機管理委員会
① 委員 委員長 大津 源吾
委 員 伴 雅史､山村 千絵､大滝 かおり
② 開催状況 開催回数 1回
③ 審議事項 中越沖地震に際し､災害時の対応や連絡法等を検討した○
④ 特記事項 学園としての対応と大学院の対応とが統一していない○
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6.大学院大学の公開と社会貢献
1)研修/講演会
(1)第 12回 新潟神経言語学セミナー
会場 岩船広域教育センター
期日 平成 19年 8月4日(土)～5日(日)
時間 午前 10:30-午後4:10 (両日共)
講師 1日目 小嶋 知幸 先生 市川高次脳機能障害クリニック
2日目 大槻 美佳 先生 北海道医療大学 心理科学部准教授
内容 1日目 小嶋 知事 先生
1コマ目 記号論からみた言語情報処理
言語情報処理の認知神経心理学モデル
認知神経心理学的観点からの失語分類と評価法
SALA失語症検査について
2コマ目 典型例から学ぶ失語症の症状 ･病巣 ･訓練法 ･機能予後(1)
1.語音聾 2.音韻聾 3.アナル トリー 4.音韻想起障害
3コマ目 典型例から学ぶ失語症の症状 ･病巣 ･訓練法 ･機能予後(2)
5.音韻配列障害 6.語嚢処理障害 7.統語処理障害
8.複合的障害
2日目 大槻 美佳 先生
1コマ目 失語症のみかたと古典的失語症分類
2コマ目 要素的症状と機能局在
3コマ目 臨床的知見と機能画像(fMRI)の知見
(2)保育士セミナー
会場 新潟リハビリテーション大学院大学
期日 平成 19年 8月7日 (火)
時間 午後 13:30-16:30
講師 佃 一郎 教授
内容 気になる子 ･気がかりな子ども-の対応
(3)教員研修
会場 新潟リハビリテーション大学院大学
期日 平成 19年 11月 12日(月)
時間 午後 7:00-
講師 佃 一郎 教授
内容 機能性構音障害の評価と訓練
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(4)第 1回 _市民公開琴座
"認知症にならないために"一楽しく遊んで認知症予防一
会場 新潟リハビリテーション大学院大学
期日 平成 19年 12月 16日(冒)
時間 午後2:00-
講師 佃 二郎 教授
伊林 克彦 教授
小野 敏子 新潟リハビリテーション専門学校学校長
内容 認知症の訓練法 -伊林 克彦 教授
中高年にみられるいろいろな変化-佃 一郎 教授
楽しく遊んで脳 トレーニング -小野 敏子 学校長
参加者 44名
(5)第2回 市民公開講座
会場 新潟リハビリテーション大学院大学
期日 平成 20年 1月 12日(土)
時間 午後1:10-1:50
講師 宮岡 里美 准教授
内容 介護予防と ｢食べる｣リハビリテーション
2)社会貢献活動
｢こっこ｣
開設 平成 19年 10月
代表 岩田 まな 教授
開設の目的
1)学生の臨床実習の場を提供する
①大学院学生が学内の実習施設で臨床実習ができる
②専門学校の学生には､将来なるべき STの職種を見学させて自覚を促し､
motivationを向上させる｡
2)教員の研究の場とす る
実践的研究の場を提供する
3)地域貢献の一環とする
①言語 ･高次脳機能障害に関する相談､評価
②発達障害の早期発見と治療的関わりの場を提供する
③高次脳機能障害患者､運動障害性構音障害患者の訓練の場を提供する
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対象
i.子供の言語発達や全体的な発達に不安を持っている方
正.子供､あるいは成人の方の発音についての相談
i.脳卒中や交通事故などの後の言語障害
iv.高次脳機能障害をお持ちの方
Ⅴ.認知症が心配な方
3)ランチョンセミナー
第 1回大学院ランチョンセミナー
日時 7月3日 (火) 12:15-13:00
場所 大学院棟 サロン教室
話題 ｢認知症について｣
講師 大滞 源吾 (大学院大学学長)
参加者 22名
第2回大学院ランチョンセミナー
日時 8月 1日 (水) 12:15-13:00
場所 大学院棟 サロン教室
話題 ｢ことばと人間｣
講師 岩田 光見 准教授 (高次脳機能障害コース)
参加者 21名
第3回大学院ランチョンセミナー
日時 9月 10日 (水) 12:15-13:00
場所 大学院棟 サロン教室
話題 ｢ことばと人間｣
講師 岩田 光見 准教授 (高次脳機能障害コース)
参加者 15名
注:前回は夏休み期間中で参加できない学生が多かったため､同様の内容で再演した｡
第4回大学院ランチョンセミナー
日時 10月 15日 (月) 12:15-13:55
場所 大学院棟サロン教室
話題 ｢大人はおっぱいを飲めるか｣
講師 野田 忠 教授 (摂食 ･嚇下障害コース)
参加者 34名
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第5回大学院ランチョンセミナ二
日時 11月12日 (月) 12:15-12:55
場所 大学院棟 サロン教室
話題 ｢高次脳機能の責任病巣｣
講師 杉下 守弘 教授 (大学院副学長 高次脳機能障害コース)
参加者 37名
第6回大学院ランチョンセミナー
日時
場所
話題
講師
参加者
12月3日 (月) 12:15-12:55
大学院棟 サロン教室
｢ヒトはどこから来たのか?｣
熊木 克治 教授 (摂食 ･嚇下障害コース)
30名
4)｢大学院ってなに?｣ 一大学院生による大学院説明一
第 1回 ｢大学院ってなに?｣
日時 10月9日 (火) 12:15-12:50
場所 専門学校C棟 多目的室
説明者 藤井 知彦 (大学院Ml 高次脳機能障害コース専攻)
参加者 23名
第2回 ｢大学院ってなに?｣
日時 11月1日 (木) 12:15-12:50
場所 大学院棟 サロン教室
説明者 楼井 晶 (大学院Ml 摂食 ･嚇下障害コース専攻)
参加者 24名
第3回 ｢大学院ってなに?｣
日時 12月13日 (木) 12:15-12:50
場所 大学院E棟 サロン教室
説明者 田村 裕 (摂食 ･喋下障害コース､Ml)
話題 ｢大学院生のライフスタイル｣
参加者 22名
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7.教育活動
1)教育課程の編成方針と特色
本大学院の目指すものは､近年中･高年で急速に増加している摂食 ･嚇下障害や高
次脳機能障害に篠患し苦しんでいる患者に対し､リハビリテーションの立場から援助
を行える有能な医療従事者及び研究者を育成するというものであり､そのための教育
カリキュラムを編成した｡
(1)教育課程の基本構成
教育課程を ｢共通基礎科目｣､｢専門基礎科目｣､｢専門科目｣の 3つに分け､その多
くを1年次で履修する｡
｢共通基礎科目｣では､主にリハビリテーションと医療を軸とした人間尊重を､そ
して近年注目されている統合医療もテーマの一部とし､専門基礎科目や専門科目を学
ぶための基礎知識を得ることを目的とした｡
｢専門基礎科目｣では､中･高年のリハビリテーション医療をコンセプトとし､身
体的 ･精神的に篠患している弱者(患者)を理解し援助を行うために必要な基礎科目を
習得する｡摂食 ･嚇下や脳の機能的な側面についての基礎的な知識を得る為の ｢神経
解剖学｣や､中･高年の患者が抱えるリスク及びその対処法を学ぶ ｢リスク管理法｣
等々である｡
｢専門科目｣では､共通基礎科目､専門基礎科目で履修した知識を基に､摂食 ･喋
下障害コースと高次脳機能障害コースに関するできるだけ多くの科目の中から､学生
が学びたい科目を自由に学べる選医製となっている.
尚､学生が希望したコース-は､1年次 12月より専攻する｡
この 2つのコースに分かれた後は､弱者(患者)が抱えている具体的な諸問題に直接
対応できる評価法や治療法など実践的色合いの濃い科目を習得していく｡ 例えば､各
コースに専門科目として､｢摂食 ･喋下障害実習｣や ｢高次脳機能障害実習｣が設けら
れている｡
(2)研究実習
さらに､1年次の1-3月または､2年次の4-6月に､コース別の ｢研究実習｣
を行う｡｢研究実習｣においては､専任教員の他に助手を配置し､教育の充実を計る｡
各コースに ｢摂食 ･喋下障害研究実習｣および ｢高次脳機能障害研究実習｣を設
けた｡更に､その各に学内研究実習と学外研究実習を整備した｡これらの実習は､基
本的には修士論文を作成するための実習として位置づけられている｡
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① ｢学外研究実習｣及び ｢学内研究実習｣の選択方法
学外研究実習と学内研究実習のうちどちらを選択するかについては､1年次 11月
に修士論文研究計画書 (修士論文関係要綱参照)に記載し提出する｡
学外研究実習は､修士論文テーマが臨床現場のデータを必要とする学生及び､臨
床現場で実践的な技術や知識を学ぶことを目的とする学生が適している｡
学内研究実習は､機器 ･器具や嚇下食の開発その他､基礎研究や理論的研究等が
目的の学生が適している｡
原則として､学外研究実習と学内研究実習の選択に関しては学生自身の希望によ
り決定させる｡ただし､修士論文で症例を対象とした研究や､実際の臨床場面での
情報が必要な研究テーマの学生は､学外研究実習が望ましい｡テーマに合わない実
習を希望する場合 (例 テーマ :半側無視患者の通勤に関する問題の検討 学内研究
実習希望)は､修士論文指導教員 (主査)の指導を受け､適宣､変更を行うことと
なる｡
なお研究計画書と共に倫理審査申請書も提出し､研究実習開始前までに教授会､
倫理委員会でも審査を受け承諾を得ておく必要がある｡最初の審査で認められなか
った場合は､結果の通知からおおむね1ケ月以内に計画書の変更･再提出を求める｡
② ｢学外研究実習｣･｢学内研究実習｣の履修期間
学外研究実習は､1年次 1月より始まり､2期に分けて行う｡
原則､毎週水曜日2限～4限 (10:40-16:10)
平成 19年度 (1期) (1月 9日 ～ 3月 19日 ) 34コマ
*修士論文作成が関与する学外実習は､追加データ収集が必要になることを想定し､
優先的に19年度 (Ⅰ期)より開始することとする｡
③ ｢学内研究実習｣の内容
学内研究実習は､学内施設に於いて担当教員の指導者の下､摂食 ･嚇下障害や高
次脳機能障害に関する評価法や治療法等の基礎研究や理論的研究を行う｡例えば､
模擬患者や器具 ･機材を使用した研究､喋下食の研究､認知症の改善に有効な遊具 ･
玩具の開発などの研究があげられる｡
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④ イ学外研究実習｣の内容
学外研究実習は､現場において将来指導的立場で活躍できる人材を養成する観点か
ら､実践体験を含んだプログラムを整備し､当該専門領域に係る学際的な知識､実践
能力､教育能力を育成する体系的なプログラムとなっている｡
具体的な教育実施体制としては､県内の基幹病院や施設に於いて実習を行うことと
し､実習学生は 1施設に4名以下の少人数制とする｡実習施設における直接的な指導
者は､修士論文指導が可能な学内の担当教員である｡
実習施設と教員配置の例 (平成 19年度現在)
施設名(1期) 受け入 担当教員 担当教員
れ人数 (摂食.感下障害コー ス) (高次脳機能障害コー ス)
特別養護老人ホーム いわくすの里 2-4名 伊林 克彦 教授
医療法人 桑名恵風会 桑名病院 2-4名 山村 千絵 教授 佐藤 舜也 教授
特定医療法人 徳洲会 山北徳洲会病院 ■ 2-4名 宮岡 里美 准教授 岩田 まな 教授
医療法人 新光会 村上記念病院 2-4名 倉智 雅子 教授
施設名(2期) 受け入れ人数
総合リハビリテーションセンター みどり病院 2-4名 宮岡 里美 准教授 佐藤 舜也 教授
白根保健生協 白根健生病院 2⊥4名 山村 千絵 教授 岩田 まな 教授
こんの脳神経クリニック 2-4名 伊林 克彦 教授
※学生の希望により施設及び時期の変更､ならびに担当教員の調整を行うため､場合によって
はこの限りではない｡
⑤ 研究実習の成果
これら学内研究実習や学外研究実習で得られた研究報告や症例報告に関するデータ
は､個人情報に厳重な配慮をした上で 2年次のケーススタディで取り入れ､検討を加
えていく｡ そして､より深い知識と高度な技術を身につけていく｡
修士論文は､学生がそれぞれのテーマに沿った研究を､学内における実験 ･実習で
得たデータを基に､或は基幹病院(施設)で集積したデータを基に､担当教員の指導を
受けながら作成していく｡
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(3) 単位
1年次では､座学の多くを1科目1単位とし､より多くの科目を履修することにより
幅広い知識と視野を培えるように配慮した｡しかしながら､摂食 ･嚇下障害､高次脳
機能障害に関する科目の中でも特に実践的で専門性の高い ｢評価法｣､｢治療法｣や ｢研
究｣等は､2単位ないし3単位とした｡
また､留学に関する規定に基づき､本大学院では､外国の大学院で取得した単位は､
教授会の議を経て本大学院修了に必要な単位として認定することができる｡
(4) 施設 :学生許容数
座学は､50人収容可能なサロン教室 (大教室)及び 30人収容可能な講義室 Ⅰ･Ⅱ
等にて行う｡
コース別の学内実習等に関しては､各コースに収容定員20名程度の実験 ･実習室を
設けてある｡
2)どのような人材を育成するのか
本学は､リハビリテーションを機軸とする様々な角度から､中･高年者が抱えている身
体的及び精神的課題に対し､深い知識と技術を培った医療従事者及び教育者 ･研究者の養
成を目的としている｡本学で養成する主な人材は､以下の通りである｡
(1)摂食 ･嚇下障害コース
主として摂食 ･嚇下障害 (食べたり飲み込むことがうまくいかない)患者に対し､
① 病院 ･老人保健施設 ･特別養護老人ホーム ･在宅等の臨床現場において､迅速な評価
や QOL向上のために最善のアプローチを行うことができ､リー ダー的役割を担う医療従
事者｡
② 教育現場あるいは食品･医療関係企業等で､新しい評価方法や訓練方法を研究したり､
家庭や介護施設等で利用可能な嚇下食等の開発ができる想像力豊かな教育 ･研究者｡
(2)高次脳機能障害コース
主として高次脳機能障害 (認知症､失語症､失認症､記憶障害など)の患者に対し､
① 病院 ･老人保健施設 ･特別養護老人ホーム･在宅等の臨床現場において､適切な評価
やリハビリテーションを行い､さらに心理的サポートも充分考慮できる､より高度な医
療従事者｡
② 機能改善のためのアプローチ方法や､AAC(代替コミュニケーション)などの良好な人
間関係の修復などに関する開発および教育等に携わる教育 ･研究者0
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3)教育課程
(1)平成 19年度教育課程 (別表参照)
(2)授業科目担当教員及び対象学生 (別表参照)
(3)大学院導入教育
修士論文ゼミ (平成 19年 11月開講 全4回)
･ 文献抄読会
･ 基礎英語
･修士論文作成マニュアル配布
4)FD
(1)学生による授業評価の実施
本学では､教員の教育力を高めるための一環として､｢学生による授業評価｣を全ての授業
に対して実施しています｡授業評価を実施することで､学生が積極的に授業-参加し､学習
意欲を高めることにも繋がっています｡また､授業アンケー トの結果は各教員-フィードバ
ックし､教員からもコメントを返してもらっています｡その学生と教員の双方からの自由な
意見は､それ以降の授業改善に反映させるように組織的に取り組んでいます｡
(2)学内FD活動の実施
① 第一回 FD研修会
期日 平成20年2月 18日 (月)
時間 午後12:15-1:15
内容 1)FDとは
2)大学院に於けるFD活動のポイントについて
3)｢シラバス｣の適切性と記載法に関して
② 第二回 FD研修会
期日 平成20年 3月3日 (月)
時間 午後12:15-1:15
内容 1)授業改善のための情報提供
2)シラバスについて｡その②
3)講義概要 ･学生便覧の見直し
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3)- (1)平成 19年度教育課程
3)- (2)授業科目担当教員及び対象学生
授業科目の名称 単位数 授業形態 担当教員
共通基礎科目 計8単位
リハビリテーション医療学 2 講義 (必修) 大津 源吾 .佐藤 舜也
医療倫理 2 講義 (必修) 大津 源吾 .金内 喜昭
リハビリテーション心理学 1 講義 (必修) 的場 巳知子
統合医療 1 講義 (必修) 汰 .再文
医療統計学- 1 講義 (必修) 八不 稔
研究方法論 1 講義 (必修) 山村 健介
専門基礎科目 計.9単位
神経解剖学 1 講義 (必修) 布施.栄明
リスク管理法 1 講義 (必修) 瀬尾 憲司
神経心理学 1 講義 -(必修) 佃 一郎
精神医学 1 講義 (選択) 式場 隆史
内科学 1 講義 (選択) 大津 源吾
運動機能学 1 講義 (選択) 熊木 克治 .
末梢神経学 1 講義 (選択) 熊木 克治
専門科目 計 14単位
リハビリテーション研究法 2 講義 (選択) 佐藤 舜也 .砂原 伸行
顎顔面機能学 1 講義 (選択) 山田 好秋
老年看護学 1 講義 (選択) 青木 萩子
高次脳機能障害学 1 講義 (選択) 安孫子 修
摂食 .嚇下障害学 ◆1 講義 (選択) 山村 千絵
認知症 1 講義 (選択) 伊林 克彦
頚部 .体幹機能評価治療学 1 講義 (選択) 宮岡 里美
呼吸リハビリテーション学 1 講義 (選択) 大津 源吾
意識 .注意障害 1 講義 (選択) 岩田 まな
画像診断学 1 講義 (選択) 田川 唯一
行為 .遂行障害 1 講義 (選択) 佃 一郎
発達障害学 1 講義 (選択) 佃 一郎
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授業科目の名称 単位数 授業形態 担当教員 .
専門科目(摂食 .嚇下障害コ-~ス) 計23単位
摂食 .喋下障害学実習 3 実習 (必修) 木戸 寿明 .宮岡 里美
摂食 .嚇下機能検査評価学 2 講義 (必修) 倉智 藤子
摂食 .喋下障害治療計画法 2 講義 (必修) 倉智 雅子
口腔介護論 1 講義 (必修) 野田 忠
摂食 .喋下訓練治療学 2 講義 (必修) 木戸 寿明
摂食 .嚇下発達障害学 1 講義 (必修) 野田 忠
栄養食事管理学 1 講義 (必修) 宮岡 里夷
摂食 .喋下食品学 1 講義 (必修) 小谷 スミ子
摂食 .嚇下調理学 1 講義 (必修) 小谷 不ミ子
ケーススタディ 2 講義 (必修) 倉智 雅子
摂食 .喋下障害研究実習 2 実習 (必修) 山村 千絵 .野田 忠 .宮岡p里美
研究指導 (修士論文) 4 演習 (必修) 摂食 .喋下障害コース専任教員
専門科目(高次脳機能障害コース) 計23単位
高次脳機能障害学実習 3 実習.(必修) 伊林 克彦､岩田_まな
高次脳機能障害評価学 2 講義 (必修) 杉下 守弘
高次脳機能障害治療学 ~2 講義 (必修) 砂原 伸行
前頭葉機能障害学 1 講義 (必修) 波多野 和夫
右半球障害学 . 1 講義 (必修) 杉下 守弘
革憶障害 1 講義 (必修) 武田 克彦
失語症 1 講義 (必修) 佃 一郎､伊林 克彦､岩田まな
失認症 1 講義 (必修) 岩田 まな
認知科学 2 講義 (必修) 岩田 光児
ケーススタディ 2 講義 (必修) 伊林 克彦､岩田 まな
高次脳機能障害研究実習 2 実習 (必修) 伊林 克彦､岩田 まな
研究指導 (修士論文) 4 演習 (必修) 高次脳機能障害コース専任教員
32
8.研究活動
1)著 書
【摂食 ･嚇下障害コース】
･ 山村千絵 (分担執筆):
阻噂の事典. 井出吉信 (宿), 第3章 岨噂運動とは何か. p55-62,
朝倉書店,2007.4.25.
2)論文 (原著)
【摂食 ･嚇下障害コース】
･ IizawaF,Nakakura-OhshimaK,NumaN,NodaT:
Acaseoferuptionguidanceforeruptiondisturbancesofthebilateralsecond
molarscausedbysupernumeraryteeth.
PedoDent∫,17:100-105,2007.
Hayashi-SakaiS,Watanabe∫,TaguchiY,NodaT:
Occlusalguidanceforunilateralscissorsbiteinprimarydentition: Acase
report.
PedoDent∫,17:160-166,2007.
MiyaokaY,AshidaI,KawakamiS,MiyaokaS,IgarashiA,YamadaY:
Agingてelatedinfluencesonactivitypatternsinthesuprahyoidmusclesduring
swallowing:preliminaryanalysis.
∫SensoryStudies,22:394-402,2007.
梶井友任,田口 洋,野田 忠 :
本学小児歯科外来における25年間の初診患者実態調査
-1980,1988,1996,2004年の比較-.
小児歯誌,45:384-392,2007.
江川広子,別府 茂,山村千絵,黒瀬雅之,八木 聴,山田好秋:
介護食の提供実態調査について 一新潟市の介護保険施設入所者の場合一
日本岨噂話,17(1):16-25,2007.
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3)論文 (症例報告)
【両コース共通】
･ 加藤豊広,藤井知彦,下村太郎,伊林克彦,山村千絵,的場巳知子 :
膝痛と物忘れ(軽度認知症の疑い)のある患者に対する朱氏頭皮針を用いた鋪治療の一例
中医臨床 (東洋学術出版社),112(Vol.29No.1):139-142,2008.
4)総 説
【摂食 ･嚇下障害コース】
･ 杉下守弘 :
Wernicke-Geschwindの ｢言語の脳モデル｣について.
認知神経科学,9(2):161-166,2007.
杉下守弘 :
視床や脳幹損傷で生ずる高次脳機能障害について.
認知神経科学,9(3):189-190,2007.
杉下守弘 :
ADNIと神経心理評価.
CognitionandDementia,6(4):310-318,2007.
【両コース共通】
･ 大津源吾 :
ネフローゼ症候群の組織所見 ･組織分類 一蛋白尿の病因 ･発現機序を追って-.
腎臓 (日本腎臓財団),30(1):53-59,2007.
5)学会発表
【摂食 ･嚇下障害コース】
･ 時田幸之輔, 深揮幹典,shyamaKBanneheka,鈴木 了, 宮脇 誠, 熊木克治 :
ヒト僧帽筋を支配する頚神経の成分は?
第42回日本理学療法学術大会,新潟,2007.5.24-5.26.
理学療法学,34(Supplement):338,2007.
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深揮幹典, 時田幸之輔, shyamaBanneheka,鈴木 了, 宮脇 誠, 熊木克治 :
坐骨神経から分岐する筋枝の形態形成的特徴.
第42回日本理学療法学術大会,新潟,2007.5.24-5.26.
理学療法学, 34(Supplement):339,2007.
時田幸之輔, shyamaKBanneheka, 深揮幹典, 鈴木 了, 宮脇 誠, 熊木克治 :
横隔膜の筋内神経分節局在性の検討
一 横隔神経切断術後例と上副 横隔神経独立走行例による観秦.
第94回日本解剖学会関東支部学術集会,伊勢原,2006.10.7.
解剖学雑誌, 82(2):81,2007.
宮谷史太郎, 吉村 健, 宮脇佳子, 小林-広, 笹川一郎, 高橋正志, 熊木克治,
影山幾男 :
肩甲舌骨筋を中心とした舌骨下筋群の変異について.
第 113回日本解剖学会全国学術集会,大分,2008.3.27-3.29.
解剖学雑誌,83(Supplement):255,2008.
別府 茂, 江川広子, 山村千絵, 黒瀬雅之, 八木 稔, 山田好秋 :
食事介助支援資料の評価調査について
｢在宅介護の食事介助マニュアル ･基礎編｣のアンケート調査結果戟告.
第 18回日本阻噂学会学術大会,大阪,2007.8.25-8.26.
日岨噂話,17(2):121-122,2007.
【高次脳機能障害コース】
･ 水野智之, 吉川宏起, 杉下守弘 :
調性によりもたらされる感情的印象に関与する神経機構.
第48回日本神経学会総会,名古屋,2007.5.16-5.18.
【両コース共通】
･ 加藤豊広, 大石隆重,大谷美穂,下村太郎,宇津木努 :
奇経八脈の八宗穴における圧痛の特異性について.
第56回全日本鋪灸学会学術大会,岡山,2007.6.
全日本鍍灸学会雑誌,57(3):153,2007.
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加藤豊広,宇津木努 :
腰殿部痛を伴う舌痛症に対する鋪灸治療の-症例､
第 16回日本東洋医学会関東甲信越支部新潟県部会,新潟,2007.9.
日本東洋医学雑誌, 58(別冊):228,2007.
加藤豊広,宇津木努 :
難治性の頭痛に奏功した頭蓋仙骨治療 (オステオパシー)の検査法を用いた
鋪治療の一例.
第16回日本東洋医学会関東甲信越支部新潟県部会,新潟,2007.9.
第16回日本東洋医学会関東甲信越支部新潟県部会講演会講演要旨集:10,2007.
石橋義之,小野美里,剣持拓未,滝揮泰子,成揮早希,渡辺耕介,宇津木努,
平井顧徳,安戸方邦,加藤豊広 :
喫煙に及ぼす円皮鋪効果の検討.
第29回 (社)東洋療法学校協会学術大会,大阪,2007.10.
(社)東洋療法学校協会学会誌,31:109-112,2007.
高見良平,佐藤 譲,柳原晃平,星野宏司,土田敬子 平井額徳,宇津木努,
安戸方邦,加藤豊広 :
舌質 ･舌苔色と脈拍数の比較観察.
第29回 (社)東洋療法学校協会学術大会,大阪,2007.10.
(社)東洋療法学校協会学会誌,31:113-117,2007.
加藤豊広,大谷美穂,下村太郎,小野祐美子,小池郁代,川島亜希,秋山昌利,
斎藤真彦,大石隆重,伊林克彦,的場巳知子 :
両側性機能低下に対する鋪治療の効果.
第11回日本代替 ･相補 ･伝統医療連合会議第7回日本統合医療学会合同大会2007,
松島,2007.12.
第 11回日本代替 ･相補 ･伝統医療連合会議 (JACT)第 7回日本統合医療学会 (JIM)
合同大会2007in松島 プログラム ･抄録集:73,2007.
樫井 晶,加藤豊広,大場規夫,的場巳知子 :
前向性健忘症に対する音楽療法の-症例.
第39回日本芸術療法学会2007, 東京, 2007.10.27-10.28.
第39回 日本芸術療法学会 2007抄録 :43,2007.
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6)研究会発表
【摂食 ･嚇下障害コース】
･ 千葉正司,那須久代,宮脇 誠,鈴木 了,熊木克治 :
馬蹄鉄腎の一例.
第 11回臨床解剖研究会,富山,2007.7.7.
臨床解剖研究会記録,8:52-53,2008.
深揮幹典,ShyamaKBanneheka,時田幸之輔,鈴木 了,宮脇 誠,熊木克治,
永島雅文 :
骨盤腎の一例.
第 11回臨床解剖研究会,富山,2007.7.7.
臨床解剖研究会記録,8:54-55,2008.
福永典子,倉智雅子,本多知行 :
治療に難渋している脳幹出血による喋下障害の一例 :治療経過の問題点.
第20回名古屋嚇下懇話会,名古屋,2008.3.22.
【両コース共通】
･ 加藤豊広,大谷美穂,下村太郎,小野祐美子,小池郁代,川島亜希,秋山昌利
斎藤真彦,大石隆重,伊林克彦,山村千絵,的場巳知子 :
CV4テクニックが筋緊張と循環器系に与える影響.
東洋オステオパシー協会総会臨床研究会,大津,2007.12.
0STEOPATHI会報 11 東洋オステオパシー協会 :13-14,2008.
ノ
7)学会 ･研修会等での講演
【摂食 ･嚇下障害コース】
(1)特別講演
･ 野田 忠 :
｢これからの小児歯科｣.
日本小児歯科学会北日本地方会,新潟,H.19.10.20
(2)特別講義
･ 熊木克治 :
小宇宙-の誘い ｢液喬の動脈と神経の形態形成学｣
日本歯科大学生命歯学部,東京,2007.ll.13.
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野田 忠 :
世界の食べ物,新潟発 ｢食べる｣.
新潟大学教養講義,新潟,H.19.7.27.
野田 忠 :
小児患者の対応.
小児歯科学,新潟大学歯学部,新潟,H.20.1.10.
【高次脳機能障害コース】
･ 佃 一郎 :
子どもの将来像と家族の役割.
立川市心身障害児通園施設 ドリー ム学園宿泊研修会,山梨,2007.6.30-7.1.
佃 一郎 :
ことばの発達とコミュニケーション.
国分寺市立子どもの発達センターつくしんぼ宿泊研修,山梨,2007.7.7-7.8.
佃 一郎 :
ことばの発達とコミュニケーション能力.
特別支援教育連携関係職員研修会,国分寺市子育て相談室主催,東京,2007.8.5.
佃 一郎 :
子どもの気になる行動とその対応.
村上市保育士セミナー,本学,2007.8.7.
佃 一郎 :
｢聞こえとことば｣一語しことばにおける構音の障害.
新潟県 ことばの教室教員研修会,本学,2007.ll.12.
佃 一郎 :
自主性を育てる.
高峰福祉会保育士研修会,東京,2007.ll.18.
佃 一郎:
ドリーム学園の療育と卒園後の課題.
立川市心身障害児通園施設 ドリー ム学園,東京,2008.1.26.
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佃 一郎 :
障害を持つ人たちの ｢性｣について一子どもから大人-の変化-.
国分寺市子どもの発達センターつくしんぼ卒園児対応プログラム,東京,2008.3.9.
8)公開講座等での講演
【摂食 ･喋下障害コース】
･ 熊木克治 :
ヒトは水の中からやってきた一神様の設計図-.
日本歯科大学健康公開講座,新潟,2008.2.17.
野田 忠 :
｢食べる｣-いっまでも美味しく食べたい一
新潟市北区老人連合会,新潟,H.20.3.21.
宮岡里美 :
認知症予防と口腔ケアおよび嚇下障害について.
よつばの里 合同定期総会記念講演会,鶴岡,2007.5.
(庄内日報,2007.5.28掲載)
宮岡里美 :
介護予防と ｢食べる｣リハビリテーション.
新潟リハビリテーション大学院大学,2008.1.12.
【高次脳機能障害コース】
･ 佃 一郎 :
触ることから広げよう一手の働きを中心として-.
立川市立心身障害児通園施設ドリー ム学園夢まつり,東京,2007.ll.23.
伊林克彦 :
認知症の訓練法.
村上市市民公開講座 ｢認知症にならないために一楽しく遊んで認知症予防-｣
新潟リハビリテーション大学院大学,2007.12.16.
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佃 一郎 :
中高年にみられるいろいろな変化.
村上市市民公開講座 ｢認知症にならないために一楽しく遊んで認知症予防-｣
新潟リハビリテーション大学院大学,2007.12.16.
【両コース共通】
･ 大揮源吾 :
生活習慣と健康.
五泉市文化協会主催,五泉,2007.12.10.
加藤豊広 :
耳錨によるダイエットと美容鋪灸.
LR(Luxury&RelaxationClub)クラブ,村上,2008.3.18.
9)科学研究費
(1)科学研究費研究課題
【高次脳機能障害コース】
･ 岩坪 威,井原康夫,朝田 隆,荒井啓行,山田正仁,松田博史,佐藤典子,
伊藤健吾,桑野良三,杉下守弘 :
アルツハイマー病発症と進展の客観的評価法確立のための多施設縦断臨床研究 :
J-ADNIコアスタディ (H19-長寿一一般-024)
平成 19年度厚生労働科学研究費補助金 (長寿科学総合研究事業)
(2)科学研究費 (主任研究者)申請
【摂食 ･嚇下障害コース】
･ 基盤研究 (C)(文部科学省) 1件
･ 萌芽研究 (文部科学省) 2件
10)その他
【摂食 ･嚇下障害コース】
寄稿文
･ 山村千絵 :
大学を創設するということ～新潟リハビリテーション大学院大学～.
新潟大学歯学部同窓会誌,28:30-32,2008.3.
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【高次脳機能障害コース】
(1)研修会 ･公開講座の主催
･ 伊林克彦,岩田光児:
第12回新潟神経言語学セミナー (講師 :小嶋知事先生,大槻美佳先生)
岩船広域教育センター,2007.8.4-8.5.
岩田まな,岩田光児 :
保育士セミナー ｢気になる子､気がかりな子ども-の対応｣ (講師 :佃一郎教授)
本学,2007.8.7.
岩田まな,岩田光児 :
ことばの教員研修会 ｢機能性構音障害の評価と訓練｣(講師 :佃一郎教授)
本学,2007.ll.12.
岩田まな,岩田光児 :
村上市市民公開講座 ｢認知症にならないために 一 楽しく遊んで認知症予防-｣
(講師 :佃一郎教授､伊林克彦教授､小野敏子新潟リハビリテーション専門学校長)
本学,2007.12.16.
(2)座長
･ 岩田まな :
日本高次脳機能障害学会総会 ｢失読｣, 和歌山,2007.ll.22.
(3)相談 ･訓練室開設
･ 岩田まな,岩田光児 :
コミュニケーション･高次脳機能障害相談 ･訓練室 ｢こっこ｣開設,2007.10.1.
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注 :掲載について
1.本学専任教員､本学大学院生､本学研究生の氏名にアンダーラインが引いてあります｡
2.配列順序については以下の通りです｡
①掲載項目は
著書
論文 (原著)
論文 (症例報告)
総説
学会発表
研究会発表
研修会での講演 ･発表
公開講座等での講演
科学研究費 (主任研究者)申請 (件数)
その他
の順です｡
②各項目内の配列順序は､摂食 ･喋下障害コース､高次脳機能障害コース､両コース
共通 (コース所属していない教員の業績および発表者が両方のコースにわたる場合)
所属教員の業績の順です｡
③各コース内の配列順序は､英文業績､和文業績の順で､各言語内で教員氏名のあい
うえお順です｡
④各教員内の配列順序は､発表年月日の古いものから新しいもの-の順です｡
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9.研究費
学内研究費一覧
共通教育 ･研究費
コース別教育 ･研究費
教員-1人当たり研究費 300千円
コース研究費 (摂食 .嚇下障害コ-ス) 2,500千円
コース研究費 (高次脳機能障害コース) 2,500千円
教育研究機器備品購入費 1,000千円
その他の機器備品購入費 1,000千円
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10.図書室
1) 蔵書
示書 洋書 i+
書籍 (冊) 2,.-310冊 293冊 2,603冊
雑誌 (種) 33種 25種 58種.
(内 電子シ寸ヤサレ8種) (内 電子シ寸ヤサレ8種)
2008年4月 1日現在
92 冊
2) 年間受入数
5) 利用状況
(1) 開館 日数
(2) 開館時間
(3) 貸出冊数
226 日
2034 時間
35 冊
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ll.学生関係
1)学生定員
コース名 入学定員 収容定員
高次脳機能障害コース 1p2名 24名 計48名
2)入学者選抜方法
(1)募集人員
平成 19年度募集人員
コース名 募集人員 備考
高次脳機能障害コ｣ス 12名 ト 24名
平成 20年度募集人員
コース名 募集人員 備考
高次脳機能障害コース 12名 l 24名
(2) 入学選考試験実施状況
平成 19年度入学選考試験
平成 19年 2月 5日 入学願書及びパンフレットの配布開始
平成 19年 2月 5日～2月 19日 出願資格審査受付
出願期間 入学選考試験 合格発表
平成 20年度入学選考試験
第 Ⅰ期 平成 19年 9/3- 9/12 平成 19年-9月 22日(土) 平成 19年 9月 28日 (金)
第Ⅱ期 平成 19年 10/29-ll/7 平成 19年 11月 17日(土) 平成 19年 1■1月22日(木)
第Ⅲ期 平成 20年 1/7- 1/16 平成 20年 1月 26日(土) 平成 20年 2月 1日 (金)
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3)在籍学生数 (平成 20年3月31日現在)
コース名 在籍学生数 合計
1年生 2年生
高次脳機能障害コース 1名 3名
4)異動学生数 (平成 20年3月31日現在)
コース名 在籍学生数 合計
1年生 2年生
高次脳機能障害コース - -
5)学生生活
(1)オリエンテーション実施状況
日時 :平成19年4月9日 (月) 13:00～ 15:00
場所 :本学 サロン教室
内容 :1,資料等配布 ①学生証 ②学生便覧 ③シラバス ④時間割
⑤修士論文関係要綱
2,教職員参加者 ｡学生 自己紹介
3,学生生活について
4,履修説明 ①講義 ･実習等に関する履修方法について
②修士論文作成について
5,今後のスケジュール概要
6,図書室利用について
7,その他
8,校内見学 ①利用のきまり説明
②校内見学
③学生研究室個人席決定
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(2)奨学生
コース名 奨学金利用状況 合計
摂食 .嚇下障害コース 1年生 2年生
日.本学生支援機構 - -
コース名 奨学金利用状況 合計
高次脳機能障害コース 1年生 2年生
日本学生支援機構 1名 1名
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